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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成22年4月2日(2010.4.2)

【公開番号】特開2007-254727(P2007-254727A)
【公開日】平成19年10月4日(2007.10.4)
【年通号数】公開・登録公報2007-038
【出願番号】特願2007-41385(P2007-41385)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ 265/06     (2006.01)
   Ｃ０８Ｊ   5/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ 265/06    　　　　
   Ｃ０８Ｊ   5/18    ＣＥＲ　
   Ｃ０８Ｊ   5/18    ＣＥＺ　

【手続補正書】
【提出日】平成22年2月10日(2010.2.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　熱可塑性樹脂を主成分とし、平均粒子径が０．０１μｍ以上１μｍ以下の範囲内の有機
微粒子を、５重量％以上５０重量％以下の範囲内で含む樹脂組成物であって、
　フィルムとした場合に、粒子径が２０μｍ以上の異物が１０００個／ｍ２以下であるこ
とを特徴とする樹脂組成物。
【請求項２】
　熱可塑性樹脂を主成分とし、平均粒子径が０．０１μｍ以上１μｍ以下の範囲内の有機
微粒子を、５重量％以上５０重量％以下の範囲内で含む光学フィルムであって、
　粒子径が２０μｍ以上の異物が１０００個／ｍ２以下であることを特徴とする光学フィ
ルム。
【請求項３】
　上記熱可塑性樹脂は、アクリル系樹脂を５０重量％以上１００重量％以下の範囲内で含
むことを特徴とする請求項２に記載の光学フィルム。
【請求項４】
　ガラス転移温度が１１０℃以上２００℃以下の範囲内であることを特徴とする請求項２
または３に記載の光学フィルム。
【請求項５】
　上記アクリル系樹脂は、ラクトン環構造を有していることを特徴とする請求項３または
４に記載の光学フィルム。
【請求項６】
　上記アクリル系樹脂は、下記一般式（１）
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【化１】

（式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３はそれぞれ独立に、水素原子または炭素数１～２０の有機残基
を示し、有機残基は酸素原子を含んでいてもよい。）
で表される構造を有することを特徴とする請求項５に記載の光学フィルム。
【請求項７】
　上記有機微粒子は、架橋構造を有していることを特徴とする請求項２～６の何れか１項
に記載の光学フィルム。
【請求項８】
　厚さ１００μｍとした場合に、２５℃、６５％ＲＨの雰囲気下、折り曲げ半径１ｍｍに
おいて１８０°折り曲げた際、クラックを生じないことを特徴とする請求項２～７の何れ
か１項に記載の光学フィルム。
【請求項９】
　ヘイズが５％以下であることを特徴とする請求項８に記載の光学フィルム。
【請求項１０】
　上記有機微粒子は、平均粒子径が０．０１μｍ以上１μｍ以下の範囲内のコア部となる
粒子状重合体に、シェル部として（メタ）アクリル酸エステルを更に重合してなる、コア
部とシェル部とからなる多層構造を有し、
　上記コア部とシェル部との重量比は、２０：８０～８０：２０の範囲内であり、
　上記シェル部は、５重量％以上５０重量％以下の範囲内の２－（ヒドロキシメチル）ア
クリル酸エステルの単量体の構造単位を含むことを特徴とする請求項２～９の何れか１項
に記載の光学フィルム。
【請求項１１】
　熱可塑性樹脂を主成分とし、有機微粒子を含む光学フィルムの製造方法であって、
　上記有機微粒子を熱可塑性樹脂中に５重量％以上５０重量％以下の範囲内で分散させる
工程と、
　有機微粒子が分散した上記熱可塑性樹脂をポリマーフィルタで濾過する工程とを含むこ
とを特徴とする光学フィルムの製造方法。
【請求項１２】
　上記熱可塑性樹脂は、アクリル系樹脂を５０重量％以上１００重量％以下の範囲内で含
むことを特徴とする請求項１１に記載の光学フィルムの製造方法。
【請求項１３】
　上記ポリマーフィルタは、濾過精度が１μｍ以上２０μｍ以下の範囲内であるリーフデ
ィスクタイプのポリマーフィルタであることを特徴とする請求項１１又は１２に記載の光
学フィルムの製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
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【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】削除
【補正の内容】
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